
安全で安心できる県土利用 美しくゆとりある県土利用

県　　　土　　　利　　　用　　　の　　　基　　　本　　　方　　　針

地　　域　　類　　型　　別　　の　　基　　本　　方　　向

土地の有効利用
適切な土地利用転換

価値観の多様化

中心市街地の空洞化と
集落機能の低下

地球規模での
環境問題の拡大

土地利用への多様な参画

地域の実情に即した
取組の推進

国土利用計画（和歌山県計画）－第四次－の概要

基　　本　　的　　条　　件　　の　　変　　化

国土利用計画　　全国計画 和歌山県長期総合計画

県　土　利　用　の　質　的　向　上　を　推　進　す　る　機　会　

本格的な人口減少と高齢化 安全・安心への関心の高まり

自然的土地利用転換の抑制
循環と共生を重視した

県土利用

・コンパクトなまちづくり　

・災害に強い都市構造の形成

・美しくゆとりある環境の形成

３６．８ 千ha ３６３．６ 千ha １５．４ 千ha

１４．７ 千ha １１．８ 千ha ３０．３ 千ha

・優良な農用地の確保と整備 ・生産性の高い林業づくり ・低未利用地の有効利用

・耕作放棄地の有効利用 ・ＣＯ2吸収、県土保全機能の発揮 ・利便性や安全性の向上等環境確保

・多面的機能の発揮 ・原生的森林の適正な維持・管理 ・地域資源を重視した工業立地

・環境負荷の低減に配慮した農業 ・大規模集客施設の適正立地

・公用施設の街なか立地

　　森林から都市まで、生態系を
　　分断せず連携させる

自

然

維

持

地

域

農

山

漁

村

都

市

　　多様な主体の参画による県土
　　資源の管理

・無秩序な転用を抑制し、実情
    に即した計画的土地利用

　　都市への影響を考慮した大
　　規模集客施設の立地

　　周辺農山漁村との機能分担
　　交流・連携の促進

　　野生生物の生息空間の配置と
　　連続性の確保

　　外来生物の進入や鳥獣被害の
　　防止

・適正な管理の下で、自然体験
　学習の場として利用

・都市と農山漁村との適切な
　関係構築

　　優良農地、森林を確保し、整
    備と利用の高度化

　　二次的自然としての景観、生
    態系の維持・保全

・自然環境を保全すべき地域は、
　適正に保全

地　　域　　類　　型　　別　　の　　基　　本　　方　　向

目標面積 １６．２千ha

森　　林

３５．１千ha目標面積 目標面積 ３６３．２千ha

農　　　　用　　　　地 森　　　　　　　　　林

　　市街地の無秩序な拡散の
　　抑制

　　公用・公共施設の街なか立地
　　に配慮

・地域の特性を踏まえた生活
　環境の整備

　　農業生産活動と地域住民の
　　生活環境の調和

宅　地（住宅地、その他宅地）

基　　　　準　　　　年　　（Ｈ１８）　面　　　積

農　用　地

水面・河川 道　　路

宅　　地

その他

利　用　区　分　別　の　基　本　方　向　及　び　規　模　の　目　標　　（H２９）


